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高齢者の終末期医療とケアを考える  

 2012年度 修学院フォーラム 
高齢を生きる 

―認知症・胃ろう・尊厳死を見据えて― 

日 時 ２０１２年 ５月１２日（土）１３：３０～１７：３０ 

場 所 関西セミナーハウス   

参加費  2,000 円、学生 500 円       

 葛原 茂樹     KUZUHARA Shigeki   
鈴鹿医療科学大学教授（保健衛生学部医療福祉学科）、三重大学名誉教授。 

1970年東京大学医学部卒、医学博士（東京大学）。専門は神経内科学・老年医学。 

東京大学医学部附属病院助手、筑波大学講師、東京都老人医療センター医長を

経て、1990年より三重大学医学部神経内科学教授、2001年三重大学医学部附属

病院長、2007年国立精神・神経センター病院長。2010年より現職。 

日本神経学会理事長、日本認知症学会理事、厚生労働省社会保障審議会介護保

険部会委員などを歴任し、神経難病、認知症、高齢者医療、終末期医療、生命

倫理に関心を持って取り組んでいる。 

  わが国では世界で最も速い速度で高齢化が進行し、65歳以上人口は約3000万人に達そうとしている。

他方では少子化によって就労人口は減少が続き、高齢者の健康と医療・介護は社会問題から経済問題

へと変わりつつある。このような状況の中で、見直しを迫られているのは、高齢者の最期の迎え方で

ある。宗教が社会規範や個人の魂のあり様の中で殆んど存在意義を持って来なかった日本の文化風土

の中では、大多数の日本人にとって自己の存在や死について突き詰めて考える習慣も必要もなかった

と思われる。そのような国民性は、医療の進歩によって延命技術が開発されると、「生きる」意味を

深く考えることなく、「人工的に生かされる」ことと「自分の意思で生きる」ことを区別しないまま

に、延命処置を受け入れてきた。その結果、わが国の病院や老人施設には、「胃ろうをつけた物言わ

ぬ寝たきり高齢者」という、世界に類を見ない高齢者層が一定数を占める事態になった。 

 しかし、この現状は、今や変わり始めた。第一の理由は、生きることの意味＝QOL思想の導入であ

り、第二はそれに基づいた高齢者本人の意思尊重という思想の高まりであり、第三に医療費と介護費

の激増による財政破綻という外的圧力である。わが国の高齢者には、これまでの「成り行き任せ、家

族任せ、医者任せ」から脱却し、人生最終章の生き様と死に様を自ら決めなくてはいけない時代が到

来しつつある。2012年1月の日本老年医学会の「高齢者の終末期の医療およびケアに関する立場表明」

の中で、「最善の医療およびケアを受ける権利」として、「何らかの治療が、患者本人の尊厳を損

なったり苦痛を増大させたりする可能性があるときには、治療の差し控えや治療からの撤退も選択肢

として考慮する必要がある。」と、従来よりも人工的延命処置差し控えに踏み込んだ意見を表明した

のも、このような社会的背景を反映したものと思われる。本フォーラムでは、このような高齢者の健

康と終末期について、諸外国の例も紹介しつつ考察する。                         (葛原 茂樹）             

＊５月９日までに  FAX(裏面）、電話、電子メール等でお申し込み下さい。 

※会場への地図は裏面をご覧ください。 

 講 師 葛原 茂樹（鈴鹿医療科学大学教授） 

  高齢化社会が本格化する中で、高齢者が満足感をもって日々の生活を生き、尊厳をもって自らの生を締めくくる

ための制度や文化は、まだ十分に成熟しているとは言えない。本フォーラムでは、高齢者本人のみならず、家族に

対しても大きな精神的・倫理的課題を突きつけることになる認知症と、それにともなう胃ろうの設置、尊厳死の問

題を本格的にとりあげる。また、こうした終末期の課題をしっかりと受けとめるためにも、そこに至る長い老いの

時期を、いかに積極的に生きることができるかを、それを実践している先端的な現場において考えていきたい。  



 2012度 修学院フォーラムのご案内 

     ◇ 高齢を生きる―認知症・胃ろう・尊厳死を見据えて 

    第 ２ 回  10月 27日（土） 

      「高齢者福祉を繕う新たな動き―NPOちいろばの働きを考える」 

          講師 君村 淳（NPOちいろば「晴れる屋」責任者） 

             君村千代子（NPOちいろば「スーカサ」責任者） 

    第３回  12月15日（土） 

      「高齢を生きる─認知症・医療的介入（胃ろうなど）・尊厳死を見据えて」 

          講師 根岸宏邦（豊中愛和会理事長） 

    第４回 2013年1月19日（土） 

      「「尊厳死」思想の形成と変容―尊厳死と安楽死」（仮） 

          講師 大谷いづみ（立命館大学産業社会学部教授） 

 

   ◇ エネルギーを考える－原子力発電の根本的問題と我々の選択 

     10月7日（日）～8日（月） 

      「科学･技術の視点から」 

            講師 北澤 宏一（独立行政法人科学技術振興機構顧問・前理事長、 

            福島原発事故民間独立調査委員会委員長） 

      「キリスト教倫理の視点から」 

          講師 栗林 輝夫（関西学院大学法学部教授） 

 

   ◇ 若者の未来に寄り添う―自傷、自死、カルトの衝動のなかで― 

     第 １ 回 6月16日（土） 

           「思春期までのこどもと向き合って学んだこと」 

               講師 藤藪庸一（白浜バプテストキリスト教会牧師） 

        第 ２ 回 7月21日（土） 

           「もう、ひとりにさせない」（仮） 

               講師 奥田知志（日本バプテスト連盟東八幡キリスト教会牧師） 

 （フリガナ） 

名 前             所 属                                     

住 所 〒 

電話（                ）              －     FAX（               ）              －    携帯（   ） 

電子メール：      ＠ 

通信欄： 

──────2012年度 修学院フォーラム「高齢を生きる」第 １ 回 参加申込書─────── 

 （財）日本クリスチャンアカデミー 

 関西セミナーハウス活動センター 
 〒606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23  

 http://www.academy‐kansai.org 
 電話          075‐711‐2117 
    FAX          075‐701‐5256 
 電子メール    office@academy‐kansai.org 
  運営委員長    小久保 正                

  プログラム係     都木かおり 

＊ 地下鉄烏丸線松ヶ崎駅、叡山電鉄修学院駅までワゴン車で送迎いたします。定員がありますので、ご希望

の方は予めお知らせ下さい。地下鉄の最寄駅は松ヶ崎駅ですが、北山駅のほうがタクシーを拾いやすいです。  

←地下鉄 
松ヶ崎、北山 

○市バス 

修学院道 
 


